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今
年
は
「
未
来
へ
続
く
、
手
術
看
護

の
探
求
～
心
に
届
く
手
術
看
護
の
道
を
切

り
開
く
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
に
よ
る
伝
承
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
手
術
看
護
の
プ
ロ
セ
ス
の

大
切
さ
や
心
に
寄
り
添
う
手
術
看
護
の
す

ば
ら
し
さ
を
次
世
代
に
届
け
、
暗
黙
知
を

言
葉
に
変
え
て
語
り
合
え
る
機
会
と
な
っ

た
。
研
究
発
表
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ

コ
ン
の
活
用
に
関
す
る
発
表
が
今
年
に
な

「
水
都
大
阪
」
の
海
の
玄
関
口
ベ
イ
エ

リ
ア
の
中
で
も
、
食
事
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

施
設
が
豊
富
な
総
合
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ゾ
ー
ン
で
あ
る
大
阪
南
港
地
区
に
て
、

２
０
１
２
年
10
月
18
日
（
金
）・
19
日

（
土
）
の
２
日
間
、
第
27
回
日
本
手
術
看

護
学
会
年
次
大
会
（
会
場
：
Ａ
Ｔ
Ｃ
ホ
ー

ル
）
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
手
術
看
護

に
携
わ
る
看
護
師
が
集
結
し
た
。

っ
て
散
見
さ
れ
た
の
が
、
時
代
を
反
映
し

て
象
徴
的
で
あ
っ
た
。

特
別
講
演
で
は
、「
医
療
者
に
伝
え
た

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て
芸
能
人
の
西
川

ヘ
レ
ン
氏
が
登
壇
し
、
家
族
の
手
術
や
親

の
介
護
な
ど
、
ご
自
身
の
体
験
を
見
事
な

語
り
で
会
場
を
惹
き
こ
み
、
参
加
者
は
笑

い
あ
り
涙
あ
り
の
感
動
に
つ
つ
ま
れ
た
。

「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
」
は
直
訳
す
る
と
「
物
語・

語
り
」
で
あ
る
が
、
患
者
や
そ
の
家
族
に

と
っ
て
も
医
療
者
と
の
出
会
い
の
中
で
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
物
語
が
存
在
す
る
こ
と

を
、
手
術
看
護
師
へ
見
事
に
伝
承
さ
れ
た

よ
う
だ
。（
陶
守
）

今
年
の
ブ
ー
ス
テ
ー
マ
は
、

「
や
さ
し
さ
、
あ
た
た
か
さ
」。

Ａ
Ａ
Ｍ
Ｉ
（
米
国
医
療
機
器
振
興
協

会
）
が
定
め
る
最
高
バ
リ
ア
性
能
レ
ベ
ル

４
に
相
当
す
る
、
新
サ
ー
ジ
カ
ル
ド
レ
ー

プ
専
用
不
織
布
「
リ
ブ
タ
ス
Ⅱ
」
の
展
示

に
絞
り
込
み
、
素
材
の
最
大
の
特
長
「
リ

ネ
ン
の
よ
う
な
柔
ら
か
さ
」
を
存
分
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
様
々
な
工
夫
を
随

所
に
こ
ら
し
た
。

ま
ず
は
、
正
面
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
コ
ン

セ
プ
ト
展
示
。
布
を
吊
り
下
げ
た
と
き
に

出
る
柔
ら
か
な
曲
線
を
い
か
し
、
リ
ブ
タ

ス
Ⅱ
を
中
心
に
一
般
的
な
布
を
左
右
に
、

合
わ
せ
て
３
体
の
ド
レ
ッ
シ
ー
な
オ
ブ
ジ

ェ
が
来
場
者
の
目
を
釘
付
け
に
し
た
。

ブ
ー
ス
内
に
入
る
と
、
リ
ブ
タ
ス
Ⅱ

と
従
来
の
ス
パ
ン
レ
ー
ス
不
織
布
が
、
ま

る
で
布
地
売
場
の
よ
う
に
飾
ら
れ
、
そ
の

風
合
い
と
手
触
り
の
違
い
を
自
由
に
確
か

め
ら
れ
る
。
振
り
返
れ
ば
、
バ
リ
ア
性
能

実
験
を
見
学
し
な
が
ら
詳
し
い
説
明
が
聞

け
る
ラ
ボ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
な
ど
、
手
に

触
れ
、
目
で
見
て
実
感
で
き
る
空
間
と
な

っ
た
。
ま
た
、
今
回
新
し
く
導
入
し
た
タ

ッ
チ
パ
ネ
ル
式
受
付
シ
ス
テ
ム
は
、
従
来

の
よ
う
な
手
書
き
の
煩
わ
し
さ
が
な
く
な

り
、来
場
者
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
い
た
。

ま
る
で
ア
パ
レ
ル
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
な

雰
囲
気
で
、
ま
さ
か
手
術
用
ド
レ
ー
プ
展

示
の
ブ
ー
ス
だ
と
は
途
中
ま
で
気
付
か
な

い
方
も
い
た
く
ら
い
だ
っ
た
が
、
最
後
に

は
し
っ
か
り
こ
の
リ
ブ
タ
ス
Ⅱ
の
良
さ
を

認
識
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
だ
。（
庄
畑
）

手
術
看
護
の
す
ば
ら
し
さ
を
、

次
世
代
に
語
り
継
ぐ

西
日
本
初
！  

兵
庫
医
科
大
学
で
ス
タ
ー
ト

リ
ブ
ド
ゥ
ブ
ー
ス
も
大
好
評
！

第
27
回
手
術
看
護
学
会
年
次
大
会
　
大
阪
で
開
催

手
術
看
護
分
野 

認
定
看
護
師 
教
育
課
程

今
ま
で
唯
一
、
手
術
看
護
分
野
の
認

定
看
護
師
教
育
機
関
で
あ
っ
た
東
京
女

子
医
科
大
学
看
護
学
部
に
続
き
、
全
国

２
箇
所
目
と
な
る
西
日
本
待
望
の
教
育

機
関
が
、
学
校
法
人
兵
庫
医
科
大
学
医
療

人
育
成
セ
ン
タ
ー
に
開
設
さ
れ
、
10
月
15

日
厳
か
に
入
学
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

入
学
生
は
男
性
９
名
・
女
性
21
名
の

合
計
30
名
で
、
出
身
地
は
北
は
北
海

道
、
南
は
九
州
と
、
ま
さ
に
全
国
か
ら

選
り
す
ぐ
ら
れ
た
精
鋭
た
ち
で
あ
る
。

ス
ー
ツ
姿
に
身
を
包
み
緊
張
感
漂
う
中

に
も
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
６
ヶ
月
の
学

生
生
活
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
。

入
学
式
に
来
賓
と
し
て
臨
席
さ
れ

た
、
日
本
手
術
看
護
学
会
の
菊
地
京
子

理
事
長
は
祝
辞
で
、「
こ
の
機
会
に
、

じ
っ
く
り
腰
を
す
え
て
業
務
を
振
り
返

り
、
学
ぶ
事
の
楽
し
さ
と
厳
し
さ
を
味

わ
っ
て
欲
し
い
。
超
高
齢
社
会
に
向
か

う
中
、
入
院
期
間
は
ま
す
ま
す
短
く

な
り
、
前
日
や
当
日
入
院
が
あ
た
り
前

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
が

安
心
し
て
手
術
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

術
前
か
ら
術
後
、
外
来
、
病
棟
、
そ
し

て
地
域
医
療
と
の
つ
な
が
り
を
も
意
識

し
、
チ
ー
ム
医
療
の
中
心
を
担
う
人
材

と
し
て
日
本
の
看
護
を
牽
引
し
て
く
だ

さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

式
後
、
取
材
に
応
じ
て
頂
い
た
木
村

幸
子
氏
（
入
学
生
代
表
）
は
、「
今
ま

で
、
手
術
看
護
師
と
し
て
多
く
の
時
間

を
１
つ
の
病
院
内
で
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
機
会
を
得
て
、
他
施
設
の
取

組
み
も
し
っ
か
り
吸
収
し
、
判
断
力
を

つ
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１
期
生
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
ま
す

が
、
し
っ
か
り
学
ん
で
成
果
を
出
し
た

い
。」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。（
陶
守
）

【プロフィール】
兵庫医科大学病院  
手術センター（入学生代表）

木村幸子氏

展示風景
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11
月
16
日
（
土
）
第
55
回
日
本
手
術

看
護
学
会
東
海
地
区
学
会
・
総
会
に
て
、

当
社
協
賛
に
よ
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
が
開
講
さ
れ
た
。

キ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
リ
ブ
ド
ゥ

が
な
ぜ
化
粧
の
話
を
？
と
疑
問
に
思
わ

れ
る
方
も
多
い
に
違
い
な
い
が
、
そ
も

そ
も
キ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
商
品

を
提
供
す
る
目
的
は
、
看
護
師
さ
ん
の

手
術
準
備
や
片
づ
け
時
間
を
短
縮
す
る

こ
と
の
先
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
キ
ッ
ト

で
短
縮
で
き
た
時
間
を
「
看
護
師
さ
ん

に
し
か
で
き
な
い
本
来
業
務
に
、
よ
り

専
念
し
て
も
ら
う
」
こ
と
で
あ
り
、
キ
ッ

ト
は
そ
の
環
境
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
手
段
に
過
ぎ
な
い
。

今
回
は
、
周
術
期
看
護
に
お
け
る
接

遇
と
い
う
視
点
か
ら
、マ
ス
ク
や
キ
ャ
ッ

プ
を
し
た
看
護
師
の
目

元
の
印
象
だ
け
で
も
、

患
者
さ
ん
に
安
心
感
を

与
え
る
要
素
の
ひ
と
つ

に
な
る
の
で
は
…
そ
ん

な
気
付
き
か
ら
こ
の
企

画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

講
師
に
は
、
資
生
堂

ラ
イ
フ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

事
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

で
、
是こ

れ
え
だ枝

里り
え重

先
生
を

お
招
き
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
各
60

分
で
構
成
さ
れ
４
回
実

施
し
、
の
べ
1
2
0
名

も
の
方
が
受
講
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
冒
頭
で

は
、
笑
顔
レ
ッ
ス
ン
や

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
毎
回
違
う
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
織
り
交
ぜ

つ
つ
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
目
元
も
し
く

は
眉
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
に
絞
り
、
講
師

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
の
実
習
形
式
。

「
目
と
眉
の
化
粧
方
法
が
違
う
同
じ
人
の

笑
顔
に
、
マ
ス
ク
と
キ
ャ
ッ
プ
を
す
る

と
ど
う
見
え
る
か
」
の
比
較
が
、
前
面

の
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
瞬
間
、

そ
の
印
象
の
差
に
受
講
者
か
ら
「
わ
！
」

と
驚
き
の
声
が
あ
が
る
場
面
も
。
終
始

笑
い
声
の
あ
ふ
れ
る
空
間
は
な
ご
や
か

に
進
行
し
た
。

通
常
業
務
に
加
え
、
委
員
会
や
勉
強

会
と
、
日
々
多
忙
を
極
め
る
手
術
室
看

護
師
さ
ん
。
時
に
は
こ
の
様
に
、
ほ
っ

と
息
抜
き
し
な
が
ら
患
者
さ
ん
視
点
で

看
護
を
見
つ
め
て
い
た
だ
く
機
会
も
良

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
院
内
の
職

場
づ
く
り
に
少
し
で
も
お
役
立
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
だ
。（
庄
畑
）

〈
受
講
者
の
ご
感
想
〉

・
ま
ゆ
毛
の
か
き
方
を
教
え
て
も
ら
い
、

い
い
表
情
に
な
れ
た
気
が
す
る
。

・
眉
の
描
き
方
だ
け
で
印
象
が
変
わ
る

事
が
わ
か
っ
た
。

・
化
粧
に
よ
っ
て
表
情
が
変
わ
っ
て
し

ま
う
事
や
、
や
さ
し
い
メ
イ
ク
の
仕

方
が
わ
か
っ
た
。

・
メ
イ
ク
は
医
療

や
福
祉
に
貢
献

で
き
る
と
思
い

ま
し
た
。

手
術
室
看
護
師
向
け

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

イラスト／川崎敏郎

『Livedo topics

』

 

・
介
護
用
品
ブ
ラ
ン
ド『
リ
フ

レ
』か
ら
、
施
設
や
病
院
の
常
備

に
大
変
便
利
な「
嘔
吐
物
処
理
セ

ッ
ト（
手
間
な
し
デ
ィ
ス
ポ
タ
イ

プ
）」を
発
売
し
ま
し
た
。
２
次

感
染
を
防
ぐ
第
一
歩
と
し
て
迅

速
な
対
応
が
重
要
な
、嘔
吐
物
の

処
理
に
必
要
な
も
の
が
す
べ
て

揃
っ
て
お
り
、処
理
後
は
ダ
ン
ボ

ー
ル
箱
ご
と
廃
棄
で
き
ま
す
。

『
編
集
後
記
』

気
が
つ
け
ば
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
輝
く
街
頭
に
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
が
流
れ
、
い
や
が
上
に
も
師

走・
年
末
年
始
の
イ
ベ
ン
ト
に
思

い
を
馳
せ
ま
す
。
と
同
時
に
、
今

年
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
と
の
楽

し
い
会
話
や
心
温
ま
る（
冷
や
汗

か
い
た
!?
）エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、走
馬

灯
の
よ
う
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。

個
人
的
に
は
、
10
年
来
の
恩
師

と
の
永
別
が
あ
り
、
10
年
ぶ
り
の

恩
師
と
の
再
会
が
あ
り
ま
し
た
。

お
二
人
か
ら
授
か
っ
た
数
々
の
教

え
が
色
あ
せ
る
事
は
一
度
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
年
は
一
段
と
輝
き

を
増
し
、
心
に
深
く
刻
み
こ
ま
れ

る
事
と
な
り
ま
し
た
。
さ
て
、
来

年
は
ど
ん
な
出
逢
い
が
待
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

編
集
長　

陶
守 

久
美
子

教えて！やさしい眉の描き方のポイント
ペンシルタイプの眉墨は、ついつい力が入ってしまい、一本線のように濃い眉
になってしまいがちです。描くときはペンシルを寝かせて、弱いタッチで一本
一本描きます。
①眉頭、眉山、眉尻の3点をペンシルでとり、眉山→眉尻、眉山→眉頭の順
番で描きます

②一本一本足していくように描きます
③アイブローパウダーでまわりや内側のくっきりした線をぼかします

ペンシルで描いただけだと
線がくっきり

ペンシルのタッチやアイブローパウダーを
使うことで持ちも良く自然な仕上がり

目元の化粧方法の違いで印象がガラッと変わる様子に、驚く受講者。

説明を受けながら、それぞれ真剣に鏡に向かいました。

とても満足
73％

まあ満足
24％

図：○○○○○○○○○○○○○○ （ｎ＝104）

どちらとも言えない
3％

あまり満足でない
0％

不満があった
0％

図：セミナー受講者の
満足度（n=104）資生堂ライフクオリティー事業　http://www.shiseido.co.jp/lifequality/

東
海
地
区
学
会
が
、初
の
試
み
！

セット内容
ウォーターバッグ、ハイタータブレッ
ト、プラスチックガウン、サージカル
マスク、ニトリル手袋（２色）、リフレ 
便利なワイドシート、リフレ やわらか
ドライタオル、ビニール袋（３色）

×単調なベタ眉 ○濃淡のある立体眉


